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教育経営情報システムの開発(1) 

－教育経営簿の機能－ 

 

加藤 直樹*1・日比 光治*2・興戸 律子*1・村松 祐子*3・村瀬 康一郎*1 

山崎 宣次*4・横山 隆光*5・松原正也*1・伊藤 宗親*1 

 

学校教育において，コンピュータを利用して教師が実施する教育活動の支援に関する研究は，コンピュー

タの学校教育への導入当初から CMI や CASA 等の理念に基づいて進められてきた．近年では校務情報システ

ムの開発も盛んであるが，必ずしも CASA や教育経営改善の理念に基づくシステムとしての成熟は見られな

いことから，筆者は，学校改善を支援する教育経営情報化モデルを提示してきた．今回，このモデルの計画

系を支援するシステムを実践の智デザインシステムとして開発した．本システムは，教育経営簿の機能を対

象として柔軟性と拡張性を考慮したプロトタイプシステムとして開発しており，その構成と機能について報

告する． 
 

〈キーワード〉 教育経営，情報システム，学校教育，システム分析 
 
１．はじめに 

 

学校教育における「経営情報システム」に関する研究

は，我が国の教育工学研究において喫緊に取り組むべき

課題分野であると考える． 

かつて西之園(1992)は，「学校活動を管理から経営に改

革するコンピュータ利用」において，産業界におけるコ

ンピュータ利用の SIS(Strategic Information System: 

戦略的情報システム)への発展を踏まえ，教育理念に基づ

く教育改革を実現するための統合的なコンピュータ支

援 学 校 経 営 (CASA ,Computer Assisted School 

Administration)の必要性を指摘した．松谷，林(1996)

は，この CASA 理念に基づく学校経営の状況を調査し，

コンピュータは校務処理を行わせるものとの固定概念

から脱却し，情報そのものを管理する情報システムへの

転換が必要となるとした．しかし，この CASA の概念は

充分に浸透することなく研究成果も限られていた．この

ため，2000 年に発刊された教育工学事典の「教育管理支

援システム」の分類には「CMI」の 1 語のみしかキーワ

ードとして掲載されてないのである．CMI(Computer 

Managed Instruction)研究は，1970 年代から 80 年代に

かけて我が国でも盛んに進められ，実践例は岐阜県川島

小学校がよく知られているが，すでに 30 年を経過して

おり教育工学としてこの分野の研究が継承され進展し

ていないことが危惧される． 

勿論，教育経営情報システムのような研究成果が必要

とされなければこれを問題とすることはない．しかし，

学校において「教育の情報化」は確実に進められ，すで

に情報化の対象は授業から学校や教育委員会の組織を

対象としており，明らかに経営情報システムとしての知

見を必要としていると考えられる．にもかかわらず「校

務の情報化」として効率化（自動化）が強調されるだけ

が現状であるとすれば，松谷が問題視した校務処理を行

わせるものとの固定概念からは依然として脱却できて

いないことになる． 

 

2．学校改善を支援する教育経営情報システム 

 

筆者等は，このような課題背景に基づき 2004 年から

「課題解決型の学校経営に関する教育工学的アプロー
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チの開発」に取り組み，産業界に

おける経営情報システムとしての

進展と関連概念の変遷とを対比し

て，業務の自動化等により蓄積さ

れた情報を活用した意思決定支援

の段階へと早々に進展することや

業務プロセスと情報技術の融合に

よる組織経営改革のビジョンやグ

ランドデザインを描くことの重要

性を指摘した．さらに，2007 年か

ら富士通株式会社の協力を得て企

業経営の分析手法を取り入れて教

育経営の情報化を検討すべく，業

務プロセスにおける情報の受け渡

しの実態を調査し対象業務の処理

過程と情報の流れを明確するため

の機能情報関連図 (DFD: Data 

Flow Diagram)等を作成して課題

抽出を行ってきた．図 1 は 2008

年に退職校長 4 名にヒアリング調

査を実施した結果から，授業に関

する計画から実施，評価，改善に

至る処理過程と情報の流れを示し

た機能情報関連図の一部である．

左上の授業計画から時計回りに業

務が進むにつれて作成資料が減少

している過程を読み取ることがで

きる，また，図 2 は，この結果を

作業と情報の流れに人を対応付け

ることで作成した関係者マップで

ある．加藤等(2009)は，この結果

から教育経営において計画関係情

報は多いが評価資料は限られメモ

程度に限られることもある等，各

種計画の共有・引継ぎが適切に機

能せず，評価の根拠資料を用いた

改善サイクルが脆弱であることを

指摘し，教育経営の改善サイクル

を機能させるため，情報システム

における情報化モデルの枠組みを

図 1 「授業」の機能情報関連図(DFD) 
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図 3 教育経営情報化モデル 加藤等 2009 
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提示してきた． 

教育経営情報化モデルを検討するフレームは，企業等

での経営改善の知見を参考として，①判断系，②計画系，

③実務支援系，④実績把握系，⑤分析系の 5 つの機能に

分解しその関係性としての情報関連を示したものであ

る(図 3 参照)．校務情報化における主対象は③実務支援

系であり，その一部が④実績把握系等に関連するが，5

機能全体を情報関連させるとの開発思想やシステムは

未成熟である．一方，学校評価にもとづく学校改善等に

対する期待は益々高まり，説明責任の重要性やエビデン

スに基づく成果説明が必要となるなど，校務情報化を発

端としつつも教育経営の情報化に対して教育工学研究

の重要性は急速に高まりつつあると分析できる．さらに，

教育経営情報化モデルを学校教育の中心業務である「授

業」に適用すると，計画機能において教科目標や教材，

学習反応等の情報を活用する必要があり，教育情報デー

タベース構築に係る知見の活用が重要となる． 

そこで，これまでの研究成果を発展させて教育工学と

しての課題への対応を図るべく，学校改善を支援する教

育経営情報システムの開発に取り組むことが重要と考

える． 

 

3．教育情報データベースと実践の智システム 

 

岐阜大学におけるカリキュラム開発研究に資する教育

情報データベースの整備は，教育情報研究に関する一分

野における継続的な取組である．1971 年の SIS-TEMⅠ

に誕生した教育情報処理システムは，1981 年には教授学

習に関する項目ライブラリを備えた SIS-TEMⅣへと発

展してきた．1990 年以降は教育情報の流通に着目した教

育情報ネットワークシステムとしての SIS-TEMⅤを整

備し，SIS-TEMⅥでマルチメディアへの対応を可能とし

てきた．現在では SIS-TEMⅦとして教育情報の検索だ

けでなく教員等の利用者間で素材や教材，指導資料等の

コンテンツを容易に登録するとともに，公開により相互

利用を促進するスマートフォルダと称する機能を備え

た「実践の智データベース」を構成している（加藤 2011）． 

教育情報の流通は，一般的な校務情報化の考え方と同

様に教育経営情報化モデルの実務支援系を支援するこ

とを主対象としてきたといえるが，「実践の智データベ

ース」では，利用者が自らの実践における指導資料等を

掲載可能とすることで，実績データを得ることができ，

実態把握系へと接続する循環の道を開くこととなると

考える． 

従来の教育情報データベースの多くは，情報提供が重

視されてきた．それは多量の情報を管理して提供可能と

するデータベース機能が重視される傾向であったと考

える．情報通信ネットワークは提供する対象者を拡大す

ることに寄与し，マルチメディアは提供する情報を映像，

動画等のリッチメディアといわれた情報の提供を可能

としてきたのである．すでに 1990 年前後には教育委員

会により積極的に教育情報データベースが構築されて

きており，尼崎市立教育総合センターの教育情報のデー

タベース(岡 1987)，川崎市総合教育センターの教育情報

システム(桜谷，石川ほか 1988)，四日市市の教育情報デ

ータベース(岡田 1991)等が報告されている．しかし，教

育情報データベースは必ずしも持続的に情報提供を実

現してきたとはいえない．情報提供を重視するというこ

とは，新しい情報を持続的に提供できることが期待され

るが，利用が予測したように増加しない場合等には情報

整備のための経費を得ることが難しくなる場合があり，

教育情報システムの更新等が困難となる事例も散見さ

れる．とくに，教育情報ナショナルセンターが 2011 年 3

月で運用を終了したことは関係者にとって衝撃であっ

たといえよう． 

教育情報システムの情報の提供という機能は，インタ

ーネットの普及とともに量的な面における価値が低下

したが，反面，情報間の関連に基づく教育改善への寄与

というような業務の目的や目標を高いレベルで実現す

るための機能に対する価値が期待されるようになって

きていると捉えられる．このような教育改善を意図する

教育情報システムを「実践の智システム」は志向してお

り，実績データを登録可能とする機能は，その第一歩の

機能に位置付けることができる．図 1 に示したように機

能情報関連図から，計画系に対して実績把握系に関する

情報が乏しく改善サイクルが機能しにくいことが指摘

されており，実績データの登録機能はこの改善サイクル

を起動するための手掛かりとなり得ると考えるのであ

る． 

実践の智システムは，従来の情報提供を主機能として
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きた教育情報データベースに実績データを追加して蓄

積できる機能を追加した実践の智データベースシステ

ムと，計画データを扱える実践の智デザインシステムか

ら構成される． 

 

4．実践の智デザインシステムの開発 

 

(1) 計画系の支援システム 

実践の智システムの全体像は，図 3 に示した教育経営

情報化モデルを，授業を主題として構築するものである．

実践の智デザインシステムは，とくに計画データの扱い

を実現するシステムであり，具体的には計画系を支援可

能とする．これにより生成された計画データは，実務支

援系において実践の智データベース等と連携して活用

されるとともに，実績データとあわせて実態把握系の機

能を支援強化するものである．さらに，そのプロセスで

生成される実績／計画データを活用した分析系を支援

することを意図している． 

授業における計画データは，単位時間においては指導

案等の形式で表記され，教材や学習者等に関するリソー

スやデータが関連づけられる．また，単元や年間の指導

計画というもう少し長期にわたる計画策定も求められ

る．さらに，日常的には教育経営簿や週案と称される 1

週間を単位とした計画が利用される．実践の智システム

においては，教育経営情報化モデルのサイクルが日常的

に生起しやすい環境となることが重要と考えており，授

業を計画する作業紙面としての教育経営簿（週案簿等と

も呼ばれる）に着目した．他の校務支援システムにおい

ても教育経営簿に関する機能が提供されるが，それらの

システムでは各教科等の指導時間の集計に重点が置か

れていることが多く，内容や教材等に関する情報の扱い

については必ずしも充分な機能が提供されいるとは限

らない．そこで，教師の日常的な授業計画を支援しなが

ら，実際の授業場面における実務支援，さらには実績デ

ータを蓄積しての実態把握，分析へと至るプロセスを支

援するために，教育経営簿を計画系の中心機能に位置付

けた実践の智デザインシステムを開発した． 

 

(2) 実践の智デザインシステムの基盤 

実践の智デザインシステムは，教育経営情報化モデル

を構成する計画系の機能として位置付けられるもので

ある．この機能の利用では柔軟な改変や拡張が求められ

ることからシステムのプラットフォームに Microsoft 

SharePoint 2010 を採用することとした．SharePoint

は，プロジェクト管理やドキュメントの共有等を実現す

るアプリケーションソフトの総称であり，組織内ポータ

ルを構築し，ビジネスプロセスの効率化を促す様々な機

能が利用可能となるとされる．SharePoint をプラットフ

ォームとすることで教材や指導案等のドキュメントを

共有しながら，指導計画を管理することができ，これら

をスケジュールとして授業時間に関連付けることが可

能となる．SharePoint へのアクセスは Web ブラウザを

標準として利用できるとともに，Windows アプリケーシ

ョンとしての SharePoint Workspace からもアクセスで

きる．さらに，iPad や Android 等のタブレット端末か

らの標準機能へのアクセスも提供されており，柔軟なア

クセス環境を実現することができる． 

さらに，他の教師の教育計画や実践に関する情報を相

互参照することで計画するプロセスを共有する SNS と

しての機能へと拡張することも期待できる．図 2 に示し

た関係者マップへの対応をシステムに組み込むことも

可能となると考えられる． 

これらの柔軟性や拡張性を重視し，実践の智デザイン

システムのプラットフォームに SharePoint を採用する

こととした． 

 

(3) 実践の智デザインシステムの構成 

教育経営簿を想定した実践の智デザインシステムは，

教師が１週間の授業を計画する活動を支援する．このた

図 4 実践の智デザインシステムの週授業計画 
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めの週授業計画の一覧は図 4 に示す

ようなスケジュール機能を改変した

機能として実現している．時間割イ

メージで表されている 1 時間の授業

へ進むことで，単元計画や授業前・

後メモの参照や編集が可能である． 

図 5 は，単位時間の授業に関連付

けられている教材や指導資料等のド

キュメントリストである．教室で提

示することを意図した教材資料や外

部サイトへのリンク，学習プリント

等の配布資料，小テスト等の資料を

ドキュメントとして管理する．さら

に，授業の指導案や実践資料，参考

図書等へのリンク等の実践に関する

ドキュメント管理を行う．これらの

ドキュメントはドキュメントライブ

ラリとして組織されており，システ

ム利用の教師間で，日常的な教材研

究や授業計画の立案などのプロセス

において生成するドキュメントをラ

イブラリとして随時共有することが

できる． 

また，単位時間の授業計画に先行

するリスト情報として単元計画を利

用可能としている．図 6 に示すよう

に単元計画を単位時間の授業レベル

でリスト化することで教材や指導資

料等のドキュメントとの対応を容易

とし，週授業計画へと位置付けやす

くなる．中学校等における教科担任

制では単位時間の授業を複数クラス

の各々に対応させる必要がある．こ

れは，小学校等における学級担任制

における扱いとは異なるものである

ため，テンプレートを異なる形式で

用意している． 

図 7 は，単元計画への教材の対応

リストである．単元計画が作成され

ている必要があるが，任意の教材と

図 5 単位時間の授業に関連付けられた教材や指導資料の確認と利用 

図 6 単位時間の授業と単元計画との対応 

図 7 単元計画への教材の対応 
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なるドキュメントを授業へ位置付けて登録できるよう

にしている．勿論，同様の手続きで指導資料も登録でき

る．登録した教材や指導資料は教師間で共有できるドキ

ュメントライブラリに登録され，各教員の管理する単元

計画へと位置付けることも可能となる． 

これらの機能は，SharePoint の標準機能により実現す

るように配慮して開発している．すなわち，教材や指導

資料等を管理するドキュメントライブラリ，指導計画等

を管理するリスト，そして教育経営簿の授業計画となる

スケジュールを基本機能として活用している．これによ

り，各リソースへのアクセスは開発した実践の智デザイ

ンシステム内からのみならず，iPad や Androido 向けに

提供されている SharePoint への汎用アクセスアプリケ

ーションによっても利用可能となっている． 

 

5．おわりに 

 

実践の智デザインシステムを教育系情報化システムモ

デルの計画系を支援するシステムとして開発した．開発

システムでは Micorsoft SharePoint 2010 をプラットフ

ォームとして採用し，システムの柔軟性と拡張性への対

応を重視した．すなわち，実施の智デザインシステムへ

の Web からの直接的なアクセスのみならず，タブレッ

ト PC 等の専用 OS 用に提供される SharePoint 用の汎

用アプリケーションからの利用にも柔軟に対応可能と

なるよう標準的な機能を利用した開発とした．さらに，

これにより，計画系で開発された情報をシステム利用の

教師間で利用可能とするとともに，計画のプロセスを関

係者間で共有できるような SNS とした機能へと拡張す

ることも可能となる．この柔軟性と拡張性により，教室

での授業場面においてタブレット PC を携えながら教材

を提示したり，学習活動を記録しながらの授業も連続的

に支援できるようになると考えている． 

今回の実践の智デザインシステムは，日常的な授業計

画の場面に限定しており，教育経営簿に着目した基本機

能をシステム上に具現化したものである．このため，実

際の教育経営簿における詳細な機能分析や，授業計画の

場面における教師からの利用評価が必要であり，今後の

計画としている． 
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